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教養・外国語教育センター紀要（外国語編）の投稿・編集・発行等に関する細則

　教養・外国語教育センター「近畿大学教養・外国語教育センター紀要（外国語編）」（以
下「本紀要」という。）の投稿・編集・発行等に関して、次のとおり定める。

１　紀要発行
⑴　広報出版委員会（以下「本委員会」という。）は、毎年度 2回、本紀要を発行する。
⑵　必要に応じ、本紀要の特集号、増刊号を編集し発行する。　

２　原稿作成
⑴　原稿作成は、各専門分野の慣例を尊重し、それに従うことを基本とする。
⑵　原稿はワープロソフトで作成したものに限り、手書き原稿は認めない。
⑶　原稿は、次の分量を目安とする。
①研究論文 和文：20000字以内（注含め）

 欧文：40000ストローク以内（注含め）
②研究論文以外 和文：10000字程度（注含め）

 欧文：20000ストローク以内（注含め）
⑷　注及び引用・参考文献の記載については、原則として次のとおりとする。
①注には算用数字で通し番号をつけ、本文の該当箇所に右肩付きの数字で示す。また
注は文末注とする。
②引用文献、参考文献は最後に、邦文文献は五十音順に、欧文文献は著者名のアル
ファベット順にして掲載する。邦文文献と欧文文献が混在する場合には、欧文文献
を先にまとめて並べ、その後に邦文文献を記載する。

３　投稿原稿
⑴　投稿原稿は、以下の種類と内容で、未発表のものに限る。
①研究論文（原著論文でオリジナリティのある内容）
②研究ノート（研究調査の手法や過程をまとめたものなど）
③翻訳（原則として未翻訳の文献等の翻訳）
④資料紹介・書評（新資料の紹介や書評など）
⑤各種報告（授業実践報告、シンポジウム報告など）
⑵　投稿者は、本学教養外国語担当専任教員、同専任教員の推薦を受けた本学非常勤教
員及び本委員会で投稿を認められた者とする。
⑶　投稿原稿は、本委員会が指定する期限までに、指定の方式に従って提出しなければ
ならない。 
⑷　原稿投稿に先立って、所定の手続きに従って執筆申込をしなければならない。



４　採否決定
⑴　本学教養外国語専任教員
①編集委員会は、必要に応じ臨時委員を加えて、受理した投稿原稿の採否を審議する。
②編集委員会は、必要に応じ著者に対して原稿の訂正、修正、加筆等を求めたうえで、
原稿の採否を決定する。
③採否を決定した原稿の掲載順序は、編集委員会が定める。
⑵　本学教養外国語専任教員の推薦を受けた本学非常勤教員
①編集委員会は、必要に応じ臨時委員を加えて、受理した投稿原稿を審査する。
②審査を通過した投稿原稿は、本紀要 1号につき、5編まで掲載する。
③当該の号に掲載されない原稿は、次号回しとする。
④採否を決定した原稿の掲載順序は、編集委員会が定める。

５　著作権
　本紀要に掲載された論文等の著作権は、近畿大学全学共通教育機構「教養・外国語教育
センター」に帰属するものとする。

６　校正
⑴　著者が行う校正は、原則として第 2校までとする。
⑵　校正の期間は、初校、2校とも 1週間以内とする。期間に間に合わない場合は、原
則として、その原稿は、次号回しとする。
⑶　校正の段階での著しい訂正、修正、加筆等は禁止する。校正の段階で、大幅な訂正、
修正、加筆等が必要になった場合は、その原稿は次号以降、再度、採否を審議、審査
する。

７　公開・管理
⑴　本委員会は、作成された紀要の電子ファイルを「近大リポジトリー」において公開
する。
⑵　他大学等から送付されてきた紀要類は、本委員会が管理する。

附　　則
　この細則の改正は、センター会議において行う。
　この細則は、平成 27年 6月 1日から施行する。
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